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は
じ
め
に

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
音
楽
の
結
び
つ
き
に
は
深
い
も

の
が
あ
る
。
古
代
オ
リ
ン
ピ
ア
の
祭
典
競
技
の
初
日

に
ラ
ッ
パ
手
の
競
技
が
行
わ
れ
て
い
た
し
、
ア
テ
ネ

で
開
催
さ
れ
て
い
た
パ
ン
ア
テ
ナ
イ
祭
で
も
フ
ル
ー

ト
や
歌
の
競
技
が
行
わ
れ
て
い
た
。
近
代
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
開
・
閉
会
式
で
は
『
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
賛
歌
』

が
演
奏
さ
れ
、
大
が
か
り
な
歌
と
踊
り
の
シ
ョ
ー
が

繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
ら
の
音
楽
は
、
開
催
国
の
ロ
ー
カ
ル
な
音
楽

だ
け
で
な
く
、
世
界
最
高
級
の
楽
曲
や
演
奏
者
達
も

登
場
す
る
の
が
常
で
あ
る
。

　

２
０
０
６
年
ト
リ
ノ
冬
季
大
会
開
会
式
で
は
、
世

界
的
な
テ
ノ
ー
ル
歌
手
ル
チ
ア
ー
ノ
・
パ
ヴ
ァ
ロ
ッ

テ
ィ
が
『
誰
も
寝
て
は
な
ら
ぬ
』
を
披
露
し
た
が
、

そ
れ
が
口
パ
ク
で
あ
っ
た
と
非
難
さ
れ
た
。
前
回
の

２
０
１
２
年
ロ
ン
ド
ン
大
会
の
開
会
式
で
は
元
ビ
ー

ト
ル
ズ
の
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
で
あ
る
ポ
ー
ル
・
マ
ッ
カ

ー
ト
ニ
ー
の
演
奏
も
話
題
を
呼
ん
だ
。

　

１
９
６
４
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
を
知
る
世

代
に
は
、
古
関
裕
而
作
曲
の
名
行
進
曲
『
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
マ
ー
チ
』
が
今
で
も
耳
に
残
っ
て
い
る
に
違

い
な
い
。
当
時
、
巷
で
は
三
波
春
夫
の
『
東
京
五
輪

音
頭
』
が
大
流
行
し
、
日
本
各
地
の
盆
踊
り
で
も
こ

の
曲
が
か
か
っ
て
皆
が
踊
っ
て
盛
り
上
が
り
を
見
せ

て
い
た
。
流
行
曲
の
世
界
で
も
、
１
９
７
２
年
札
幌

冬
季
大
会
で
は
ト
ワ
・
エ
・
モ
ア
の
『
虹
と
雪
の
バ

ラ
ー
ド
』
が
、
１
９
９
８
年
長
野
冬
季
大
会
で
は
Ｖ

６
の
『
輪
に
な
っ
て
踊
ろ
う
』
が
、
そ
れ
ぞ
れ
大
ヒ

ッ
ト
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
音
楽

の
歴
史
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
現
代
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
抱
え
て
い
る
問
題
に
も
触
れ
て
み
た
い
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
復
興
時
の
音
楽

　

ピ
エ
ー
ル
・
ド
・
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
が
19
世
紀
末
に

古
代
オ
リ
ン
ピ
ア
の
祭
典
競
技
の
復
興
を
目
指
し
、

近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
構
想
し
た
際
に
、
当
時
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
起
き
て
い
た
ギ
リ
シ
ャ
ブ
ー
ム
が
影
響
し

て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
１
８
９

２
年
に
最
初
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
復
興
を
表
明
す
る
の

で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
誰
に
も
関
心
を
持
た
れ
な

か
っ
た
。

　

そ
こ
で
彼
は
、
用
意
周
到
な
準
備
を
し
て
次
の
機

会
に
臨
ん
だ
。
１
８
９
４
年
、
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
の

大
講
堂
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
復
興
を
再
提
案
す
る
際

に
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
荘
厳
な
雰
囲
気
作
り
の
た

め
に
『
ア
ポ
ロ
ン
の
賛
歌
』
と
い
う
曲
を
用
い
た
の

で
あ
る
⑴

。
こ
の
曲
は
、
紀
元
前
１
３
８
年
に
太
陽

と
芸
術
の
神
ア
ポ
ロ
ン
に
捧
げ
た
も
の
と
言
わ
れ
、
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ギ
リ
シ
ャ
の
デ
ル
フ
ィ
の
ア
ポ
ロ
ン
の
神
殿
の
宝
物

庫
の
石
壁
に
楽
譜
付
き
で
刻
ま
れ
て
い
た
も
の
で
あ

る
。
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
は
そ
れ
を
採
譜
さ
せ
、
演
奏
さ

せ
た
と
さ
れ
る
。
デ
ル
フ
ィ
の
神
殿
は
急
峻
な
パ
ル

ナ
ソ
ス
山
の
中
腹
に
あ
る
が
、「
世
界
の
へ
そ
」
を

示
す
石
も
あ
り
、
当
時
は
神
の
ご
託
宣
を
聞
く
た
め

に
も
ギ
リ
シ
ャ
中
か
ら
人
々
が
集
ま
っ
て
く
る
よ
う

な
重
要
な
場
所
で
あ
っ
た
。

　

ク
ー
ベ
ル
タ
ン
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
復
興
を
提
案

す
る
際
の
ム
ー
ド
作
り
と
し
て
、
そ
の
ア
ポ
ロ
ン
神

へ
の
賛
歌
を
演
出
に
利
用
し
た
わ
け
で
あ
る
。
な
か

な
か
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
ぶ
り
で
あ
る
。

　

１
８
９
６
年
第
１
回
ア
テ
ネ
大
会
の
時
に
は
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
復
興
を
記
念
し
て
『
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
賛

歌
』（
英
語
：O

lym
pic H

ym
n

）
が
地
元
ギ
リ
シ

ャ
で
作
成
さ
れ
て
い
る
⑵

。
原
曲
は
ギ
リ
シ
ャ
人
の

コ
ス
テ
ス
・
パ
ラ
マ
作
詞
、
ス
ピ
ロ
・
サ
マ
ラ
作
曲
、

４
月
６
日
の
開
会
式
で
歌
わ
れ
た
と
さ
れ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
そ
の
後
譜
面
が
行
方
不
明
と
な
り
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
流
れ
る
こ
と
も
な
く

存
在
も
忘
れ
ら
れ
て
い
っ
た
。

　

し
か
し
、
１
９
５
８
年
東
京
で
Ｉ
Ｏ
Ｃ
総
会
が
開

催
さ
れ
る
際
に
、
ギ
リ
シ
ャ
の
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員
か
ら
日

本
の
東
龍
太
郎
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員
（
後
の
東
京
都
知
事
）

に
楽
譜
が
送
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
こ

の
曲
を
古
関
裕
而
に
依
頼
し
て
新
し
く
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
用
に
編
曲
し
直
し
、
総
会
の
開
会
式
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交

響
楽
団
に
よ
っ
て
演
奏
披
露
し
た
。
当
時
の
ア
ベ
リ

ー
・
ブ
ラ
ン
デ
ー
ジ
Ｉ
Ｏ
Ｃ
会
長
以
下
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委

員
達
は
こ
れ
に
感
激
し
、
こ
の
後
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大

会
や
Ｉ
Ｏ
Ｃ
総
会
で
演
奏
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
古
関
版
に
は
野
上
彰
和
訳
の
な
か
な
か
古
風
で

壮
大
な
歌
詞
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
各
大
会
で
は
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
旗
の
掲
揚
や
降
納
時
、
あ
る
い
は
本
旗
の
入

場
時
に
お
い
て
、
各
国
の
翻
訳
版
や
ギ
リ
シ
ャ
語
版

な
ど
、
ま
た
演
奏
や
独
唱
な
ど
様
々
な
形
で
こ
の
曲

が
使
わ
れ
て
い
る
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
芸
術
競
技
と
音
楽

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
芸
術
も
競
技
さ
れ
、
メ
ダ
ル
が

授
与
さ
れ
、
大
会
期
間
中
に
展
示
・
演
奏
さ
れ
て
い

た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
ク
ー
ベ
ル
タ

ン
は
心
身
の
調
和
の
と
れ
た
若
者
を
育
成
す
る
と
い

う
オ
リ
ン
ピ
ズ
ム
の
理
念
を
達
成
す
る
た
め
に
、
ス

ポ
ー
ツ
と
共
に
芸
術
の
競
技
も
構
想
し
て
い
た
の
で

あ
る
。

　

１
９
１
２
年
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
大
会
か
ら
１
９
４

８
年
ロ
ン
ド
ン
大
会
ま
で
実
施
さ
れ
た「
芸
術
競
技
」

は
ミ
ュ
ー
ズ
の
五
種
競
技
と
も
呼
ば
れ
、
建
築
、
彫

刻
、
絵
画
、
文
学
、
音
楽
の
５
部
門
で
競
わ
れ
、
題

材
が
直
接
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
⑶

。

し
か
し
、
芸
術
の
評
価
や
競
技
は
難
し
く
、
資
金
問

題
や
ア
マ
チ
ュ
ア
参
加
資
格
な
ど
の
問
題
も
あ
り
、

１
９
４
８
年
ロ
ン
ド
ン
大
会
後
は
「
芸
術
展
示
」
に

変
更
さ
れ
、
１
９
６
４
東
京
大
会
で
も
芸
術
展
示
と

し
て
日
本
の
古
美
術
展
示
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　

１
９
９
２
年
バ
ル
セ
ロ
ナ
大
会
か
ら
「
文
化
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
と
名
を
変
え
、
芸
術
に
限
ら
ず
開
催
国
の

文
化
紹
介
や
世
界
の
文
化
交
流
の
機
会
と
な
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
も
様
々
な
音
楽
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
「
芸
術
競
技
」
で
行
わ
れ
た
音
楽
部
門
は
、
音
楽

全
般
、
声
楽
作
曲
、
器
楽
作
曲
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
作

曲
部
門
、
ボ
ー
カ
ル
部
門
に
分
か
れ
て
い
た
が
、
該

▲『オリンピック賛歌』の楽譜
　（ポケット版オリンピック事典、p. 26）
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当
者
が
い
な
い
大
会
も
多
く
あ
っ
た
。
１
９
１
２
年

の
最
初
の
メ
ダ
リ
ス
ト
は
音
楽
全
般
部
門
に
お
い
て

イ
タ
リ
ア
の
リ
カ
ル
ド
・
バ
ー
セ
レ
ミ
ー
の
『
勝
利

の
行
進T

rium
phal M

arch

』
た
だ
１
点
の
み
で

あ
っ
た
。
器
楽
作
曲
部
門
と
ボ
ー
カ
ル
部
門
は
１
９

４
８
年
ロ
ン
ド
ン
大
会
だ
け
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

開
・
閉
会
式
で
の
音
楽
と
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

最
近
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
・
閉
会
式
は
壮
大
な

シ
ョ
ー
で
あ
り
、
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て

音
楽
と
踊
り
は
欠
か
せ
な
い
。
中
で
も
、
入
場
行
進

曲
と
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
最

近
は
選
手
の
入
場
行
進
が
長
時
間
に
及
ぶ
た
め
、
１

曲
だ
け
で
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
１
９
６

４
年
東
京
大
会
で
は
古
関
裕
而
作
曲
の
『
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
マ
ー
チ
』
が
世
界
的
に
も
有
名
で
あ
る
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
公
式
記
録
映
画
の
名
作
『
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
』（
市
川
崑
監
督
、
１
９
６
５
年
）
で
も
、

10
月
10
日
午
後
２
時
、
真
っ
青
な
青
空
の
下
、
こ
の

行
進
曲
に
歩
調
を
合
わ
せ
て
各
国
の
選
手
団
が
入
場

す
る
シ
ー
ン
が
印
象
深
く
記
録
さ
れ
て
い
る
。
古
関

は
こ
の
行
進
曲
の
ラ
ス
ト
に
『
君
が
代
』
の
一
節
を

用
い
て
い
る
が
、
こ
の
名
曲
の
誕
生
に
つ
い
て
は
、

斉
藤
秀
隆
に
よ
る
紹
介
が
詳
し
い
。
古
関
は
、
ア
ジ

ア
で
初
め
て
、
し
か
も
日
本
で
開
催
さ
れ
る
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
あ
る
た
め
日
本
的
な
旋
律
に
よ
る
マ
ー
チ

な
ど
い
ろ
い
ろ
考
え
た
そ
う
で
あ
る
が
、
雅
楽
、
邦

楽
、
民
謡
な
ど
日
本
的
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
行
進
曲
に

向
か
な
い
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
こ
で
ラ
ス
ト
に
『
君

が
代
』
の
一
節
を
入
れ
て
日
本
開
催
を
象
徴
的
に
表

現
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
⑷

。
古
関
に
は
マ
ー
チ
の

名
作
や
応
援
歌
や
校
歌
な
ど
多
く
の
名
作
が
あ
る

が
、
こ
の
『
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
マ
ー
チ
』
ほ
ど
人
気

を
博
し
た
曲
は
な
い
で
あ
ろ
う
。筆
者
の
知
る
限
り
、

小
・
中
学
校
の
運
動
会
で
も
最
も
良
く
使
用
さ
れ
て

い
た
行
進
曲
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
他
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
行
進
曲
で
よ
く
引
用

さ
れ
る
の
が
、
１
９
９
６
年
ア
ト
ラ
ン
タ
大
会
で
披

露
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ョ
ン
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
の

『
英
雄
達
の
招
集
』
で
あ
る
。
こ
れ
も
名
作
の
一
つ

で
あ
り
、シ
ド
ニ
ー
大
会
で
も
演
奏
さ
れ
た
。
な
お
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
各
大
会
で
は
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
も

作
曲
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
時
代

か
ら
の
伝
統
で
も
あ
る
。
１
９
６
４
年
東
京
大
会
で

は
『
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
』

（
今
井
光
也
作
曲
）
が
選
ば
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も

印
象
に
残
る
名
作
で
あ
る
。
ジ
ョ
ン
・
ウ
ィ
リ
ア
ム

ス
の
１
９
８
４
年
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大
会
の
『
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
』
も
名
作
の
一
つ
で
あ

る
⑸

。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
会
式
で
は
必
ず
ピ
ー
ス
・
ア

ピ
ー
ル
ソ
ン
グ
が
流
れ
る
。
そ
れ
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
単
な
る
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
だ
け
で
な
く
平
和
運
動

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
ハ

▲�1912年ストックホルム大会の芸術競技の音楽部
門受賞作品楽譜の１枚目、公式報告書 p. 312

▲北京大会開会式の五輪旗入場のシーン
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ト
の
演
出
と
共
に
、
ど
の
よ
う
な
音
楽
が
そ
の
シ
ー

ン
で
使
わ
れ
る
か
も
興
味
深
い
。
１
９
６
４
年
東
京

大
会
で
は
、
残
念
な
が
ら
音
楽
に
よ
る
演
出
は
な
か

っ
た
が
、
最
終
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
原
爆
投
下
の

日
に
広
島
郊
外
で
生
ま
れ
た
早
稲
田
大
学
競
走
部
１

年
生
の
坂
井
義
則
を
起
用
し
、
放
鳩
に
よ
っ
て
平
和

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
た
。
最
近
の
開
会
式
で
、
ジ

ョ
ン
・
レ
ノ
ン
の
『
イ
マ
ジ
ン
』
が
良
く
用
い
ら
れ

る
の
も
、
そ
の
曲
の
持
つ
平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
の
た

め
で
あ
る
。

最
後
に

　

総
合
芸
術
、
あ
る
い
は
一
大
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
し

て
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
・
閉
会
式
で
あ
る
が
、
最

近
は
そ
こ
に
も
様
々
な
問
題
が
生
じ
て
き
て
い
る
。

第
１
に
コ
マ
ー
シ
ャ
リ
ズ
ム
の
波
で
あ
る
。
Ｉ
Ｏ
Ｃ

や
組
織
委
員
会
の
放
送
機
構
は
ス
ポ
ン
サ
ー
獲
得
の

た
め
に
視
聴
率
を
上
げ
よ
う
と
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ

ン
ト
志
向
が
甚
だ
し
い
。
演
目
に
も
サ
プ
ラ
イ
ズ
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
多
く
し
、
音
楽
で
も
誰
を
起
用
す
る

か
が
、
テ
レ
ビ
の
聴
率
ア
ッ
プ
の
た
め
の
最
大
の
関

心
事
と
な
っ
て
い
る
。
テ
レ
ビ
局
が
特
に
そ
の
サ
プ

ラ
イ
ズ
性
を
要
求
し
、
肝
心
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
達
へ

の
心
身
の
調
和
の
と
れ
た
教
育
と
い
う
オ
リ
ン
ピ
ズ

ム
へ
の
配
慮
は
二
の
次
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
傾
向
は
民
放
の
テ
レ
ビ
カ
バ
ー
に
も
波
及
し

て
い
る
。
各
局
が
競
っ
て
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
な
る
も

の
を
作
成
し
、
自
局
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
放
送
カ
バ
ー

を
印
象
づ
け
よ
う
と
す
る
。
人
気
グ
ル
ー
プ
が
各
局

の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
を
歌
い
、
一
体
テ
レ
ビ
で
何
を
伝

え
る
の
か
、
と
い
う
肝
心
の
視
点
が
曖
昧
化
し
て
し

ま
っ
て
い
る
。
教
育
運
動
や
平
和
運
動
と
し
て
の
オ

リ
ン
ピ
ズ
ム
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
運
動
と
い
う
も
の
が

す
っ
か
り
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。

　

第
２
に
は
、
開
催
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
の
発
信

に
偏
向
し
す
ぎ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
最
近
は
、
自

文
化
の
世
界
発
信
が
主
眼
目
と
な
り
、
異
文
化
理
解

や
国
際
的
な
文
化
・
芸
術
の
交
流
と
い
う
側
面
が
薄

く
な
っ
て
い
る
。

　

２
０
１
２
年
ロ
ン
ド
ン
大
会
の
音
楽
演
出
で
も
そ

の
傾
向
が
著
し
か
っ
た
。
自
国
の
音
楽
文
化
を
世
界

に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
す
る
姿
勢
は
首
肯
で
き
る

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
十
分
と
は
言
え
な
い
。
こ
の
グ

ロ
ー
バ
ル
時
代
、
選
手
や
観
客
は
参
加
各
国
の
様
々

な
音
楽
文
化
に
触
れ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
り
、
そ
れ

は
特
に
子
ど
も
達
に
と
っ
て
意
義
深
い
は
ず
で
あ

る
。
１
９
９
８
年
長
野
冬
季
大
会
の
開
会
式
に
お
い

て
、小
沢
征
爾
指
揮
で
『
地
球
交
響
曲
』
と
題
し
て
、

長
野
市
と
五
大
陸
の
都
市
を
結
ん
だ
第
九
の
大
合
唱

の
よ
う
な
演
出
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

２
０
２
０
年
東
京
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
大
会
の
開
・
閉
会
式
で
は
、
文
化
の
伝
統
と

ポ
ッ
プ
の
調
和
も
求
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
日

本
の
音
楽
発
信
で
も
伝
統
と
ポ
ッ
プ
の
割
合
に
関
心

を
払
い
た
い
。
当
然
、
音
楽
の
普
遍
性
も
ア
ス
リ
ー

ト
達
に
も
触
れ
て
欲
し
い
し
、
日
本
の
子
ど
も
達
に

世
界
最
高
級
の
音
楽
に
触
れ
る
機
会
と
な
っ
て
欲
し

い
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
に
、

文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
平
和
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ブ
レ

ン
ド
し
た
日
本
ら
し
い
発
信
を
す
る
た
め
に
も
、
音

楽
部
門
で
も
そ
の
よ
う
な
オ
リ
ン
ピ
ズ
ム
の
普
及
に

貢
献
し
て
欲
し
い
と
思
う
次
第
で
あ
る
。

〈
引
用
・
参
考
文
献
〉

⑴　

日
本
体
育
協
会
・
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

（
２
０
１
２
）
日
本
体
育
協
会
・
日
本
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
委
員
会
１
０
０
年
史
。Part I, p. 90.

⑵　

日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ア
カ
デ
ミ
ー
（
２
０
０

８
）
ポ
ケ
ッ
ト
版
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
典
。
楽,p26.

⑶　
Ｊ
．
パ
リ
ー
・
Ｖ
．
ギ
ル
ギ
ノ
フ
・
舛
本
（
訳

著
）（
２
０
０
８
）
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
す
べ
て
。

大
修
館
書
店
、p. 279.

⑷　

福
島
民
友
新
聞
社　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
左
記
の

と
お
り
。

　

http://w
w

w
. m

inyu-net. com
/serial/

koseki/1130/koseki39. htm
l

（20150421

閲

覧
）

⑸　

W
.K

.G
uegold

（1996

）. 100 Y
ears of 

O
lym

pic M
usic. Golden Clef Publishing, p. 

88.


